
◆
受
給
で
き
る
人

小
学
校
六
年
生
修
了
前
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人
。
た
だ
し
、

前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場

合
に
は
、
児
童
手
当
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

◆
支
給
さ
れ
る
額

第
一
子
　
月
額
五
千
円

第
二
子
　
月
額
五
千
円

第
三
子
以
降
　
月
額
一
万
円

◆
支
払
い
時
期

原
則
と
し
て
毎
年
二
月
、六
月
、

十
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま

で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
所
得
制
限
の
限
度
額

所
得
制
限
の
限
度
額
が
、
次
の

表
の
と
お
り
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
額
は
、
前
年
の
所
得
額

で
判
定
さ
れ
ま
す
。

扶養親
族など
の数

650万円

自 営 業 者
国 民 年 金
の 加 入 者
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平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
児

童
手
当
制
度
が
拡
充
さ
れ
、
支
給

対
象
年
齢
が
、
こ
れ
ま
で
の
小
学

校
三
年
生
ま
で
か
ら
、
小
学
校
六

年
生
ま
で
に
な
り
、
併
せ
て
所
得

制
限
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
制
度
改
正
に
伴
う
請
求

は
、
九
月
三
十
日
ま
で
に
受
け
付

け
た
も
の
に
限
り
、
特
例
で
四
月

一
日
（
ま
た
は
支
給
要
件
に
該
当

し
た
日
）
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給

さ
れ
ま
す
。

◆
手
続
き
が
必
要
な
人

①
平
成
十
八
年
度
に
小
学
校
五

年
生
ま
た
は
六
年
生
の
児
童
が
い

る
保
護
者

②
こ
れ
ま
で
、
所
得
制
限
に
よ

っ
て
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な

い
保
護
者

◆
請
求
の
方
法

「
児
童
手
当
認
定
（
額
改
定
）

請
求
書
」
を
役
場
住
民
課
窓
口
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
書
類
を
提

出
し
、
認
定
を
受
け
な
い
と
児
童

手
当
は
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
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詳
し
く
は
、
住
民
課
総
合
窓
口

係
（
蕁
役
場
内
線
１
２
３
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
で
は
、
消
費
生
活
に
関
す
る

相
談
や
苦
情
を
素
早
く
処
理
す
る

た
め
に
、
問
題
の
解
決
に
役
立
つ

情
報
を
お
知
ら
せ
し
た
り
、
関
係

機
関
へ
取
り
次
い
だ
り
す
る
な
ど

の
お
世
話
を
す
る
消
費
生
活
相
談

員
を
置
い
て
い
ま
す
。

来
年
三
月
ま
で
の
一
年
間
、
町

内
の
女
性
団
体
か
ら
推
薦
を
受
け

た
次
の
八
人
に
相
談
員
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

久
保
イ
シ
ノ
（
小
屋
瀬
）

林
　
　
タ
カ
（
小
屋
瀬
）

中
村
　
サ
ト
（
鷹
ノ
巣
）

樋
ノ
口
ト
ミ
（
小
　
田
）

橋
場
フ
サ
子
（
小
　
田
）

赤
坂
　
紀
子
（
新
　
町
）

波
紫
　
フ
ミ
（
茶
屋
場
）

清
水
野
宏
子
（
江
刈
馬
淵
）

こ
ん
な
と
き
に
は
相
談
を

■
巧
み
な
誘
い
文
句
で
不
要
な
商

品
を
買
わ
さ
れ
た
と
き
。

■
訪
問
販
売
で
長
時
間
居
座
ら
れ
、

契
約
を
強
要
さ
れ
た
と
き
。

■
商
品
に
決
め
ら
れ
た
表
示
が
な

か
っ
た
り
、
表
示
方
法
が
不
適
切

な
と
き
。

こ
の
ほ
か
、
消
費
生
活
に
関
し

て
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
何
で
も

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

悪
質
商
法
に
気
を
付
け
て

全
国
的
に
次
の
よ
う
な
悪
質
商

法
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
モ
ニ
タ
ー
商
法
（
モ
ニ
タ
ー
に

な
る
と
無
料
と
か
格
安
な
ど
の
言

葉
で
惑
わ
し
契
約
さ
せ
る
も
の
）

■
点
検
商
法
（
点
検
と
称
し
て
訪

問
し
「
工
事
を
し
な
い
と
危
険
」

な
ど
と
言
っ
て
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
契
約
さ
せ
る
も
の
）

■
商
品
の
販
売
で
あ
る
こ
と
を
隠

し
て
近
づ
く
商
法

■
就
職
商
法
（
資
格
を
取
れ
ば
就

職
を
あ
っ
せ
ん
す
る
と
言
っ
て
教

材
を
売
り
つ
け
る
も
の
）

子どもたちの健やかな成長を応援します

児童手当が拡充
小学校６年生まで支給されます
－認定（額改定）請求の手続きをお忘れなく－

ご
存
じ
で
す
か
？

消
費
生
活
相
談
員

0人

1人

2人

3人

4人

5人

460万円

498万円

536万円

574万円

612万円

532万円

570万円

608万円

646万円

684万円

722万円

サラリーマン
厚生年金な
どの加入者

町
は
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
た

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
、
五
月
一
日
か
ら
地
域
担
当

職
員
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

地
域
担
当
職
員
の
役
割

地
域
担
当
職
員
は
、
地
域
と
町

と
の
連
携
を
密
に
し
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
次

の
よ
う
な
こ
と
を
行
い
ま
す
。

①
町
の
施
策
や
各
種
補
助
事
業
な

ど
の
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

②
地
域
の
計
画
づ
く
り
な
ど
を
住

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
、
支

援
し
ま
す
。

③
地
域
の
事
業
な
ど
へ
の
側
面
的

な
支
援
に
努
め
ま
す
。

④
町
民
の
提
言
や
ア
イ
デ
ア
な
ど

を
、
町
の
政
策
に
生
か
す
よ
う
に

努
め
ま
す
。

具
体
的
に
行
う
こ
と

地
域
の
会
議
な
ど
に
出
席
し
、

町
の
施
策
の
説
明
や
事
業
の
情
報

提
供
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域

の
課
題
な
ど
を
持
ち
帰
っ
て
処
理

で
き
る
も
の
は
、
担
当
課
で
処
理

し
ま
す
。
全
体
で
の
検
討
が
必
要

な
事
項
は
、
庁
内
の
「
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
」
へ
報
告

し
ま
す
。

地
域
担
当
職
員
は
、
町
の
情
報

提
供
の
た
め
、
地
区
か
ら
の
希
望

が
な
く
て
も
自
治
会
な
ど
に
配
置

さ
れ
ま
す
。

守
山
乳
業
の
新
工
場
完
成

守
山
乳
業(
株)
で
は
、
生
産
能
力

の
増
強
と
、
よ
り
一
層
の
品
質
強
化

を
図
る
た
め
の
鐚
巻
工
場
増
設
工
事

が
完
成
し
、
こ
の
た
び
内
見
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

生
産
ラ
イ
ン
は
、
最
新
の
製
造
及

び
充
填
用
の
設
備
機
械
が
三
ラ
イ
ン

新
設
さ
れ
、
既
存
施
設
の
ラ
イ
ン
と

合
わ
せ
て
生
産
体
制
が
充
実
さ
れ
ま

し
た
。

社
員
は
十
六
人
増
員
と
な
り
、
生

産
量
も
現
在
の
三
倍
見
込
ま
れ
、
地

域
振
興
に
大
き
な
期
待
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

総
工
事
費
は
約
十
九
億
円
で
、
町

と
し
て
は
工
場
拡
張
に
対
し
て
、
企

業
立
地
促
進
条
例
に
基
づ
き
五
千
万

円
を
助
成
し
、
こ
の
う
ち
二
分
の
一

は
県
か
ら
の
補
助
金
を
受
け
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。ま
た
、

国
の
「
ふ
る
さ
と
融

資
制
度
」
に
よ
り
、

町
が
ふ
る
さ
と
財
団

を
通
じ
て
二
億
円
を

融
資
し
ま
す
が
、
規

定
の
償
還
期
間
の
中

で
、
守
山
乳
業(

株)

が
全
額
償
還
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ひ�とり�
ごと澡�

町長の�

地
域
と
行
政
の
パ
イ
プ
役

5
月
か
ら

全
地
区
に
担
当
職
員
を
配
置

詳しくは、企画財政課協働のまちづくり推進係
（蕁役場内線221）へお問い合わせください。

私
た
ち
に
出

来
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か こ

ん
な
こ
と

や
っ
て
み
た

い
ん
だ
け
ど

地
域
づ
く
り

の
情
報
が
ほ

し
い

相
談
に
の

っ
て
く
だ

さ
い

会
議
に
来
て

く
だ
さ
い

や
り
方
を

教
え
て

私
た
ち
の
声

を
届
け
て

ツキノワグマ
━━━━━━━━━━━━━

今年は春から秋にかけて、

人里などにクマが例年より多

く出没し、人身や農畜産物の

被害が増える恐れがあります。

ブナの凶作が見込まれる年

には、クマが食べ物を探して

広範囲に行動する傾向にある

ことから、県では「ツキノワ

グマの出没に関する注意報」を発令し、

被害の防止を呼び掛けています。

家の周辺で気を付けたいこと
●生ごみや残飯などは、土の中に深く

埋めるなど適切に処理しましょう。

●犬が警戒しているなど、いつもと様

子が異なるときは気を付けましょう。

●畑にクマが潜んでいないか、作業前

には十分に確認しましょう。

山でクマに出合わないために
●グループでの行動を基本とし、クマ

の行動が活発な朝夕は避けましょう。

●鈴、笛、ラジオなど音の出るものを

身に付け、人の存在を知らせましょう。

天候が悪い日や水流の激しい沢などは

特に注意しましょう。

●山菜採りは、周囲を確認しながら、

足跡やふんなどを見つけたら引き返し

ましょう。

今
年
は
要
注
意


